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十
日
町
市
身
体
障
害
者
団
体
連
絡

協
議
会
で
は
、
身
体
障
害
者
福
祉
会

館
の
管
理
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
希
望
者
は
、
左
記
の
要
綱
に
よ
っ

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

会
館
所
在
地
　
市
内
山
本
一
丁
目

条
件
　
住
込
み
と
し
、
賃
金
は
支
給
　
　
「
：
…
…
，
，
、
…
…
…
…
：
：
－
…
－
…
－
：

　
　
　
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
1
月
の
休
日
救
急
医

し
な
い
力
　
管
理
人
が
使
用
す
る
家
　
　
一

嶺
ズ
讐
績
灯
油
伐
顛
軽
翻
霧
筆

管
理
人
室
　
六
畳
、
四
・
五
畳
の
二

部
屋
（
夫
婦
等
も
可
）

職
務
　
会
館
の
一
般
的
管
理

応
募
期
限
　
一
月
十
日
ま
で
に
直
接
、

ま
た
は
電
話
で
応
募

応
募
先
　
四
日
町
新
田
第
三
、
庭
野

金
作
（
8
七
ー
四
三
八
一
番
）
へ
。

決
定
　
後
日
の
面
接
結
果
に
よ
っ
て
．

1
月
分
乳
幼
児
検
診
・
育
児
相
談
日
程
表

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
者

参
集
区
域

備
考

3
歳
児
検
診

1
月
2
1
日

　
（
水
）

午
後
1
時
1
5
分

～
2
時

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

52
年
7
月

生
れ
の
人

域全

　
、
。

　
し
　
さ
　
だ
　
く
　
で
　
い
　
お

。
　
は

す
　
た

ま
　
か

り
　
の

送
　
月

を
　
当

書
　
該

知
）
も

通
紙
て

診
用
く

検
ト
な

月
一
が

カ
ケ
知

6
ン
通

歳
ア
人

1
（
個

1
歳
6
ヵ
月

児
　
検
　
診

1
月
2
3
日

　
（
金
）

午
後
1
時
15
分

～
2
時

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

54
年
7
月

生
れ
の
人

育
児
学
級
並

び
に
4
ヵ
月

児
　
検
　
診

1
月
2
8
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
3
0
分

十
日
町
公
民
館

茄
年
9
月

生
れ
の
人

育
児
相
談

－
月
9
日

　
へ
金
）

午
後
1
時
30
分

～
3
時
30
分

十
日
町
公
民
館

茄
年
1
月

～
3
月
生

れ
の
人

（
該
当
外
で

も
相
談
の
あ

る
人
）

十
日
町
・

川
治
・
六

箇
・
大
井

田
・
新
座

地
区

1
月
12
日

　
（
月
）

水
沢
公
民
館

生
後
12
カ

月
ま
で
の

人

水
沢
地
区

1
月
1
3
日

　
（
火
）

中
条
公
民
館

中
条
地
区

1
月
20
日

　
（
火
）

吉
田
就
業

改
善
セ
ン
タ
ー

吉
田
地
区

1
月
27
日

　
（
水
）

下
条
公
民
館

下
条
地
区

一
3
日

一
4
日

皿
11
日

一
1
5
日

…
1
8
日

㎜
2
5
日

（
成
人
の
日
）

　
8
2
の
2
9
5
7
番

千
手
診
療
所
（
川
西
町
中
央
町
）

8
0
2
5
7
6
1
8
の
2
0
3
4
番

水
沢
診
療
所
（
土
市
第
三
）

　
8
8
の
2
0
3
9
番

上
村
病
院
（
中
里
村
田
中
）

　
魯
0
2
5
7
6
3
－
2
1
1
1
番

至
誠
堂
医
院
（
西
浦
東
）

　
8
2
の
3
2
7
6
番

池
田
医
院
（
本
町
西
一
丁
目
）

　
8
2
の
2
5
8
1
番

山
口
医
院
（
袋
町
中
）

　
8
2
の
2
1
7
4
番

津
南
病
院
（
津
南
町
大
割
野
）

8
0
2
5
7
6
－
5
の
3
1
6
1
番

富
田
医
院
（
神
明
町
）

　
8
2
の
3
2
6
9
番

　
郵
便
局
で
は
、
元
日
に
皆
さ
ん
の

お
宅
に
年
賀
状
を
配
達
し
ま
す
が
、

束
が
大
き
く
な
る
と
ポ
■
ス
ト
の
中
に

入
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

午
前
八
時
頃
ま
で
に
玄
関
の
戸
が
あ

け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。
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大
事
な
子
供
の
歯
を

守
る
た
め
、
む
し
歯
を

作
ら
な
い
お
や
つ
に
つ

い
て
も
う
一
度
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。
子
供
の

お
や
つ
は
三
回
の
食
事

と
同
じ
よ
う
に
大
切
な

も
の
で
す
。

　
飲
類

　
牛
乳
、
天
然
ジ
ュ
ー

ス
、
麦
茶
、
番
茶
、
水

　
　
飯
類

　
お
に
ぎ
り
、
の
り
ま
き
、

そ
ば
、
チ
ャ
ー
ハ
ン

　
　
せ
ん
べ
い
類

保護者名氏

う
ど
ん
、

　
あ
ら
れ
、
か
き
も
ち

　
　
豆
類

　
塩
ゆ
で
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
、
ピ
ー
ナ

ツ
、
枝
豆
、
と
う
も
ろ
こ
し

　
　
魚
貝
類

　
め
ざ
し
、
あ
み
、
す
る
め
、
さ
き

い
か
、
貝
柱
、
煮
干
、
コ
ン
ブ

　
　
い
も
類

　
ゆ
で
じ
ゃ
が
い
も
、
や
き
い
も
、

　
　
パ
ン
類

　
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
、
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
、

ピ
ロ
シ
キ
、
バ
タ
ー
ロ
ー
ル
　
な
ど

　
　
そ
の
他

　
果
物
類
、
チ
ー
ズ
、
ゆ
で
卵
、
コ

ロ
ッ
ケ
、
シ
ュ
：
マ
イ
、
ギ
ョ
ー
ザ

禁
霧
実
晃
鋒
蓼
攣
燕
￥
撃

　
恵
代
子
子
里
樹
浩
也
浩
勝
裕
一
広
子
樹
子
介

光
幸
昌
恵
恵
悠
裕
充
哲
　
貴
慎
貴
裕
正
幸
大

義
　
　
　
　
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
畑

井
沢
坂
口
田
田
越
野
山
　
　
林
辺
崎
山
内
身
桐

富
金
保
関
遠
池
生
庭
村
小
津
小
渡
宮
村
宮
尾
片

住　　所

珠川4
馬場4
城之古3

千歳町3

川治内後

川治下町2
本町6－1
田中町西

稲荷町1

下条栄町

太田島3

高田町5

川治内後

北新田3

旭ケ丘
中条島

　鉢
上川町

O
・
・

－
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

：
○

　
　
粘艦

　
　
赫
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異
常
豪
雪
に
よ
る

響灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
民
み
ん
な
の
総
力
を
”

　
　
　
か
つ
て
例
を
み
な
い
豪
雪
の
中
で
市
民
の
皆
さ
ん
が

　
　
お
互
い
に
協
力
し
あ
い
、
生
活
の
確
保
に
懸
命
に
な
っ
て

　
　
い
る
現
在
、
市
で
は
、
皆
さ
ん
の
生
活
を
守
る
た
め
に
全

　
力
を
傾
注
し
な
が
ら
、
次
の
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
を
決

　
定
し
ま
し
た
。

緊
急
市
道
除
雪
班
を
編
成

　
観
測
史
上
最
高
を
記
録
し
、
織
物

産
業
の
生
産
、
販
売
活
動
を
麻
痺
さ

せ
る
な
ど
、
市
民
生
活
に
甚
大
な
る

影
響
を
与
え
て
い
る
現
在
の
異
常
豪

雪
。
こ
の
緊
急
事
態
に
お
い
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
生
活
を
確
保
す
る
た

め
、
市
で
は
一
月
二
十
二
日
、
県
に

他
地
域
か
ら
の
除
雪
機
械
及
び
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
な
ど
の
緊
急
派
遣
を
要
請

し
ま
し
た
。
そ
の
機
械
等
の
搬
入
を

待
っ
て
、
市
街
地
密
集
地
域
（
裏
通

り
）
の
市
道
委
託
路
線
と
学
校
・
保

育
所
等
の
公
共
施
設
の
除
雪
の
た
め

“
緊
急
市
道
除
雪
班
”
を
編
成
し
て

早
速
作
業
を
開
始
い
た
し
ま
す
。

（
費
用
は
各
町
内
負
担
で
す
。
）

市
道
除
雪
町
内
負
担
特
別
軽
減
措
置
を
決
定

事
故
・
な
簿
響
な
ど
に

　
　
　
　
十
分
注
意
を

　
市
内
に
お
い
て
は
す
で
に
、
一
人

の
死
亡
事
故
を
含
む
七
件
の
人
身
事

故
が
発
生
（
一
月
二
十
二
日
現
在
）

し
て
い
ま
す
。
今
後
の
降
雪
を
予
想

す
る
時
に
、
か
つ
て
な
い
よ
う
な
事

故
の
発
生
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

屋
根
か
穐
謬
じ
た
雪
は

き
ち
灘
題
積
む

　
主
要
幹
線
道
路
の
確
保
に
日
夜
作

業
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
屋
根
か
ら

落
と
し
た
雪
の
処
理
が
悪
い
た
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

作
業
に
支
障
が
出
て
い
ま
す
。
や
む

を
得
ず
道
路
に
落
と
し
た
雪
は
き
ち

ん
と
積
み
あ
げ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

市
民
の
皆
さ
ん
ひ
と
り
ひ
と
り
が
十

分
注
意
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
市
内
学
校
町
、
大
池
地
区
に

お
い
て
は
、
な
だ
れ
の
危
険
か
ら
避

難
命
令
が
出
さ
れ
た
よ
う
に
、
な
だ

れ
に
は
特
に
注
意
し
、
危
険
と
思
わ

れ
る
時
は
、
す
ぐ
に
避
難
し
て
く
だ

さ
い
。
危
険
と
思
わ
れ
た
ら
、
市
の

豪
雪
災
害
対
策
本
部
へ
連
絡
を
。

』
（
水
道
局
か
ら
）

災
害
救
助
法
が
適
用
に

　
　
ー
レ
笠2
豪
雪
災
害
対
策
本
部
を
設
置
1

　
現
在
の
市
道
除
雪
の
町
内
委
託
路

線
の
地
元
負
担
四
〇
欝
（
市
が
六
十

習
）
を
、
史
上
最
高
の
豪
雪
と
い
う

状
況
の
中
で
、
特
別
軽
減
措
置
と
し

て
、
地
元
負
担
を
三
十
暫
と
し
、
市

が
七
十
督
と
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
こ
の
措
置
は
、
一
月
十
二
日
以
降

の
除
雪
に
適
用
す
る
も
の
で
す
。

　
市
で
は
、
一
月
十
二
日
午
前
十
時

三
十
分
、
“
豪
雪
災
害
対
策
本
部
（
本

部
長
、
諸
里
十
日
町
市
長
）
を
設
置

し
、
異
常
豪
雪
に
対
応
す
る
体
制
を

つ
く
り
、
市
民
生
活
の
確
保
の
た
め

全
力
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　
一
月
十
一
日
の
市
災
害
救
助
条
例

を
適
用
、
同
日
の
県
災
害
救
助
条
例

の
適
用
さ
れ
た
の
に
続
き
、
一
月
＋

四
日
、
国
の
災
害
救
助
法
が
適
用
に

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
救
助
法
の
対
象
者
は
、
経
済

的
弱
者
で
自
力
で
の
雪
お
ろ
し
が
で

き
な
い
世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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衆
蹴
暁
災
■
対
蟹
鵯
剛
婁
口
舎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豪
雪
の
十
日
町
市
を
視
察
1

　
昨
年
末
以
来
降
り
続
い
た
豪
雪
は
、

大
正
六
年
の
気
象
観
測
以
来
最
高
の

記
録
と
な
り
、
二
十
二
日
現
在
、
林

業
試
験
場
十
日
町
試
験
地
で
は
、
三

材
七
十
二
紬
．
、
東
枯
木
又
で
は
五
材

五
十
独
．
に
達
す
る
と
い
う
未
曾
有
の

異
常
豪
雪
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
異
常
豪
雪
の
実
情
を
把
握
す

る
た
め
、
二
十
二
日
、
衆
議
院
災
害

対
策
特
別
委
員
会
か
ら
の
視
察
団
が

来
市
し
ま
し
た
。
一
行
は
、
横
手
文

雄
現
地
調
査
団
長
、
木
島
喜
兵
衛
災

害
対
策
特
別
委
員
長
、
笹
山
登
生
災

害
対
策
特
別
委
員
、
白
川
勝
彦
衆
議

院
議
員
以
下
国
、
県
の
関
係
者
三
十

六
名
で
、
機
械
除
雪
の
状
況
、
消
雪

パ
イ
プ
の
現
状
、
流
雪
溝
に
よ
る
排

雪
、
二
十
一
日
に
十
世
帯
に
避
難
命

令
の
出
た
学
校
町
の
な
だ
れ
危
険
カ

所
、
雪
に
ス
ッ
ポ
リ
と
埋
っ
た
宮
下
、

西
寺
町
、
七
軒
町
な
ど
の
市
街
地
の

小
路
ま
で
つ
ぶ
さ
に
視
察
し
ま
し
た
。

　
現
場
視
察
の
あ
と
、
市
役
所
で
諸

里
市
長
か
ら
、
当
面
の
緊
急
対
策
と

し
て
、
e
特
別
交
付
税
の
増
額
配
分

口
異
常
豪
雪
時
の
市
道
除
雪
費
に
対

す
る
特
別
補
助
制
度
の
確
立
、
国
飯

山
線
の
早
期
規
制
解
除
、
四
豪
雪
被

害
に
伴
う
小
・
中
商
工
業
者
に
対
す

る
特
別
融
資
措
置
、
国
農
業
用
施
設

被
害
に
か
か
る
復
旧
補
助
と
特
別
融

資
措
置
、
因
非
常
事
態
に
お
け
る
除

雪
機
械
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
応
援
体

制
並
び
に
自
衛
隊
の
出
動
対
応
を
要

望
し
、
恒
久
対
策
と
し
て
、
冬
期
孤

立
集
落
機
能
維
持
施
設
整
備
事
業
の

強
化
。
屋
根
雪
処
理
に
か
か
る
経
費

の
助
成
。
流
雪
溝
関
連
施
設
の
補
助

対
象
拡
大
と
水
源
確
保
の
た
め
の
財

政
援
助
、
飯
山
線
の
冬
期
体
制
の
強

化
と
輸
送
増
強
な
ど
十
項
目
を
陳
情

し
ま
し
た
。

　
調
査
団
か
ら
は
、
七
～
八
年
前
ま

で
は
豪
雪
は
災
害
に
あ
ら
ず
と
い
う

考
え
が
国
の
中
に
あ
っ
た
が
、
現
在

は
災
害
そ
の
も
の
だ
と
い
う
認
識
で

あ
り
、
陳
情
の
あ
っ
た
当
面
の
緊
急

対
策
、
恒
久
対
策
と
も
に
最
大
限
の

努
力
を
し
、
必
要
な
施
策
を
構
ず
る

と
の
答
弁
が
あ
り
、
ま
た
、
福
井
県
、

石
川
県
の
各
地
と
十
目
町
市
を
視
察

し
た
感
想
と
し
て
、
比
較
で
き
な
い

く
ら
い
の
豪
雪
の
中
で
、
市
民
が
一

丸
と
な
っ
て
立
ち
向
い
、
市
民
生
活

を
確
保
し
て
い
る
こ
と
に
驚
き
と
賞

賛
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
豪
雪
に
対
処
す
る
た
め
、
市

及
び
関
係
機
関
は
最
大
限
の
努
力
を

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
危
機
を
乗
り

切
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
一
層

の
ご
奮
闘
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

陳情する諸里市長

除雪作業を激励』しながら
学校町のナダレ危険排除屋根まで埋った七軒町
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昭
和
五
十
五
年
分
の

贈
与
税
の
申
告
書
は
、

二
月
一
日
か
ら
三
月
十

六
日
ま
で
の
間
に
、
ま

た
所
得
税
の
確
定
申
告

書
は
二
月
十
六
日
か
ら

三
月
十
六
日
ま
で
の
間

に
提
出
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
の
こ
と
で
す
が

期
限
間
近
に
な
り
ま
す

と
申
告
相
談
会
場
は
大

変
混
雑
し
、
落
ち
着
い

て
相
談
が
で
き
な
か
っ

た
り
、
長
い
時
間
待
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
申
告
は
で
き
る
か
ぎ

り
お
早
く
済
ま
せ
る
よ

う
に
ご
協
力
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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、
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、
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じ
ょ
う

　
確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て
き

ま
し
た
が
、
準
備
は
も
う
お
済
み
で

す
か
。

　
税
務
署
で
は
、
所
得
や
税
額
の
計

算
の
仕
方
、
申
告
書
の
書
き
方
な
ど

に
つ
い
て
相
談
を
お
受
け
し
て
お
り

ま
す
が
、
申
告
書
の
住
所
や
氏
名
、

扶
養
親
族
な
ど
、
ご
自
分
で
わ
か
る

箇
所
に
つ
い
て
は
、
相
談
す
る
前
に

必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

埼
4

　
市
の
水
道
事
情
は
、
昭
和
三
十
二

年
給
水
開
始
以
来
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
に
よ
り
順
調
に
伸
展
し

て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
第
一
、
第

二
拡
張
事
業
等
に
よ
り
現
在
給
水
人

口
四
万
五
千
五
百
人
（
上
水
区
域
三

万
百
人
、
簡
水
区
域
一
万
五
千
四
百

人
）
普
及
率
九
十
一
督
ま
で
に
な
り

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
昭
和
五
十
年
こ
ろ
か
ら

一
部
施
設
の
老
朽
化
が
見
ら
れ
、
水

＊
道
斜
盒
改
定
の
お
細
5
世

固
定
叢
彌

　
　
　
軽
欝
蓬
凝
麓
ず
に

　
住
宅
の
敷
地
に
使
っ
て
い
る
土
地

は
、
事
務
所
、
店
舗
な
ど
住
宅
以
外

の
敷
地
に
使
っ
て
い
る
土
地
に
比
べ
、

税
金
が
特
別
安
く
な
る
し
く
み
に
な

っ
て
い
ま
す
。
昭
和
五
十
五
年
中
に

つ
ぎ
の
と
お
り
異
動
し
た
人
は
、
昭

和
五
十
六
年
二
月
五
日
㈲
ま
で
に
市

税
務
課
固
定
資
産
税
係
へ
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。
（
申
告
用
紙
は
、
市
税
務

課
固
定
資
産
税
係
に
あ
り
ま
す
）

◎
こ
れ
ま
で
住
宅
の
敷
地
で
な
か
っ

た
土
地
に
、
住
宅
を
新
築
ま
た
は
増

築
し
た
人
。

◎
住
宅
を
取
り
壊
し
、
ま
た
は
事
務

所
、
店
舗
な
ど
住
宅
以
外
の
も
の
に

か
え
た
人
。

　
な
お
、
疑
問
の
点
は
固
定
資
産
税

係
（
費
七
ー
三
一
一
一
番
内
線
二
〇

五
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

源
井
の
能
力
の
低
下
等
が
目
立
ち
、

こ
れ
ら
の
改
良
、
新
設
の
た
め
現
在

第
三
期
拡
張
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

簡
易
水
道
事
業
に
お
い
て
億
、
百
智

普
及
を
め
ざ
し
、
昨
年
度
は
魚
之
田

川
、
鐙
島
地
区
、
本
年
度
は
、
轟
木

名
ヶ
山
地
区
の
新
設
事
業
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
事
業
に
は
多
額

の
投
資
を
必
要
と
し
ま
す
の
で
、
支

払
利
息
や
減
価
償
却
費
な
ど
の
経
費

が
多
く
な
り
、
加
え
て
五
十
五
年
四

　
剛
　
硝
　
0新旧料金表（別表）

埠

月
か
ら
の
電
気
料
金
の
大
幅
な
値
上

げ
に
よ
り
、
本
年
度
末
に
は
大
幅
な

赤
字
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
五
十
六

年
四
月
使
用
分
（
六
月
徴
収
）
か
ら

別
表
の
と
お
り
料
金
改
定
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
料
金
改
定
に
つ
い
て
は
、
十

二
月
定
例
市
議
会
で
十
分
審
議
さ
れ

議
決
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

口　径
（％）

基本料金 従　量　料　金

現行 改定 区　　分 現行 改定

13 　円380 　円460 1m3～10m3まで
lm’につき

Um’～20m3まで
1m’につき

21m’以上

1m3につき

　　円

30

75

100

　　円

50

120

150

16 500 580

20 700 840

25 1，000 1，200

30 1，250 1，500

40 2，200 2，700

50 3，700 4，500

75 6，900 8，300

100 10，000 12，000
臨時給水等で上記の料金

表によりがたいもの
1血鼻につき 150 250

〔計算例〕　口径13％で1ヵ月30m・使用した場合

　　　　　　基本料金　　　　　　　＝　460円
　　　　　　従量料金　10mコ×50円二　500円
　　　　　　　　　　　10m一×120円＝1，200円
　　　　　　　　　　　10m’×150円工1，500円
　　　　　　　　計　　　　　　　　　3，660円
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豪
雪
の
十
日
町
市
を
視
察
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．
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又
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。
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特
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械
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西
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。
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融
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融
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械
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落
機
能
維
持
施
設
整
備
事
業
の

強
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に
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経
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の
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成
。
流
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溝
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連
施
設
の
補
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象
拡
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と
水
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保
の
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め
の
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政
援
助
、
飯
山
線
の
冬
期
体
制
の
強

化
と
輸
送
増
強
な
ど
十
項
目
を
陳
情

し
ま
し
た
。

　
調
査
団
か
ら
は
、
七
～
八
年
前
ま

で
は
豪
雪
は
災
害
に
あ
ら
ず
と
い
う

考
え
が
国
の
中
に
あ
っ
た
が
、
現
在

は
災
害
そ
の
も
の
だ
と
い
う
認
識
で

あ
り
、
陳
情
の
あ
っ
た
当
面
の
緊
急

対
策
、
恒
久
対
策
と
も
に
最
大
限
の

努
力
を
し
、
必
要
な
施
策
を
構
ず
る

と
の
答
弁
が
あ
り
、
ま
た
、
福
井
県
、

石
川
県
の
各
地
と
十
目
町
市
を
視
察

し
た
感
想
と
し
て
、
比
較
で
き
な
い

く
ら
い
の
豪
雪
の
中
で
、
市
民
が
一

丸
と
な
っ
て
立
ち
向
い
、
市
民
生
活

を
確
保
し
て
い
る
こ
と
に
驚
き
と
賞

賛
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
豪
雪
に
対
処
す
る
た
め
、
市

及
び
関
係
機
関
は
最
大
限
の
努
力
を

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
危
機
を
乗
り

切
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
一
層

の
ご
奮
闘
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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和
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十
五
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の

贈
与
税
の
申
告
書
は
、

二
月
一
日
か
ら
三
月
十

六
日
ま
で
の
間
に
、
ま

た
所
得
税
の
確
定
申
告

書
は
二
月
十
六
日
か
ら

三
月
十
六
日
ま
で
の
間

に
提
出
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
の
こ
と
で
す
が

期
限
間
近
に
な
り
ま
す

と
申
告
相
談
会
場
は
大

変
混
雑
し
、
落
ち
着
い

て
相
談
が
で
き
な
か
っ

た
り
、
長
い
時
間
待
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
申
告
は
で
き
る
か
ぎ

り
お
早
く
済
ま
せ
る
よ

う
に
ご
協
力
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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定
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の
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が
近
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い
て
き

ま
し
た
が
、
準
備
は
も
う
お
済
み
で

す
か
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税
務
署
で
は
、
所
得
や
税
額
の
計

算
の
仕
方
、
申
告
書
の
書
き
方
な
ど

に
つ
い
て
相
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を
お
受
け
し
て
お
り

ま
す
が
、
申
告
書
の
住
所
や
氏
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、

扶
養
親
族
な
ど
、
ご
自
分
で
わ
か
る

箇
所
に
つ
い
て
は
、
相
談
す
る
前
に

必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
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に
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、
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に
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中
に
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と
お
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、
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、
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に
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〇

五
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

源
井
の
能
力
の
低
下
等
が
目
立
ち
、

こ
れ
ら
の
改
良
、
新
設
の
た
め
現
在

第
三
期
拡
張
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

簡
易
水
道
事
業
に
お
い
て
億
、
百
智

普
及
を
め
ざ
し
、
昨
年
度
は
魚
之
田

川
、
鐙
島
地
区
、
本
年
度
は
、
轟
木

名
ヶ
山
地
区
の
新
設
事
業
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
事
業
に
は
多
額

の
投
資
を
必
要
と
し
ま
す
の
で
、
支

払
利
息
や
減
価
償
却
費
な
ど
の
経
費

が
多
く
な
り
、
加
え
て
五
十
五
年
四

　
剛
　
硝
　
0新旧料金表（別表）

埠

月
か
ら
の
電
気
料
金
の
大
幅
な
値
上

げ
に
よ
り
、
本
年
度
末
に
は
大
幅
な

赤
字
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
五
十
六

年
四
月
使
用
分
（
六
月
徴
収
）
か
ら

別
表
の
と
お
り
料
金
改
定
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
料
金
改
定
に
つ
い
て
は
、
十

二
月
定
例
市
議
会
で
十
分
審
議
さ
れ

議
決
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

口　径
（％）

基本料金 従　量　料　金

現行 改定 区　　分 現行 改定

13 　円380 　円460 1m3～10m3まで
lm’につき

Um’～20m3まで
1m’につき

21m’以上

1m3につき

　　円

30

75

100

　　円

50

120

150

16 500 580

20 700 840

25 1，000 1，200

30 1，250 1，500

40 2，200 2，700

50 3，700 4，500

75 6，900 8，300

100 10，000 12，000
臨時給水等で上記の料金

表によりがたいもの
1血鼻につき 150 250

〔計算例〕　口径13％で1ヵ月30m・使用した場合

　　　　　　基本料金　　　　　　　＝　460円
　　　　　　従量料金　10mコ×50円二　500円
　　　　　　　　　　　10m一×120円＝1，200円
　　　　　　　　　　　10m’×150円工1，500円
　　　　　　　　計　　　　　　　　　3，660円
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■連続5日問の降雪累計記録
　　　　　　　　　（十日町試験地）

順位 期　　　　　間 降雪量

1 S51．1．18～　1．22 359cm

2 56．1，10～　1．14 312

3 50．1．9　～　1．13 276

4 22．12．11～12．15 263

5 42．L1～1．5 262

■24時問の降雪記録
　　　　　　　　　　（十日町試験地）

順位 起年　月　日 降雪量

1 S51．1．20 105cm

1 22．12．13 105

3 50．1　．11 93

4 44．12．13 90

5 56　　1　．12 88

450

積雪深のグラフ 425
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市街地～農林水産省林業試験場十日町試験地　山問地～東枯木又部落　単位cm■積雪・降雪の記録（1／1～1／21）

月　　日 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 尾 ％ 垢 ％ 屍 ％ 煽 ％ 矯 ％ 協 矯 協 ％ 協

市
街
地

降雪深 一 6 52 40 54 38 14 24 6 83 69 88 33 39 4 34 26 10 29 37 49 29

積雪深 154 139 135 179 202 232 242 235 242 223 282 310 350 335 344 318 329 332 319 331 346 372

山
間
地

降雪深 一 7 48 45 73 46 28 35 18 75 95 92 43 35 10 40 50 10 45 55 60 50

積雪深 248 205 203 252 282 320 330 335 338 330 380 435 506 525 530 525 537 495 480 495 525 550

　
「
国
民
年
金
」
は
、
こ
れ
ま
で
も
制

度
の
改
善
が
、
か
さ
ね
ら
れ
て
き
ま

し
た
が
、
今
年
度
も
法
律
が
改
正
さ

れ
、
い
っ
そ
う
の
改
善
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
回
の
改
正
は
、
財
政
再
計
算
を

予
定
よ
り
一
年
繰
り
あ
げ
て
実
施
し

年
金
水
準
の
引
き
上
げ
な
ど
を
行
っ

た
も
の
で
す
。
こ
の
た
ぴ
の
改
正
で

は
、
母
子
年
金
や
遺
児
年
金
な
ど
の

年
金
に
よ
る
保
障
の
必
要
性
の
高
い

と
こ
ろ
に
特
に
配
慮
が
な
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　
た
と
え
ば
、
母
子
年
金
ま
た
は
準

母
子
年
金
の
受
給
者
の
う
ち
、
夫
等

の
死
亡
で
他
の
制
度
か
ら
遺
族
年
金

が
受
け
ら
れ
な
い
人
に
つ
い
て
は
、

十
八
万
円
（
年
額
）
の
加
算
を
行
う

制
度
が
新
た
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
老
齢
年
金
は
、
二
十
五
年
加
入
の

場
合
、
現
行
の
年
額
四
十
七
万
七
百

円
か
ら
五
十
万
四
千
円
に
、
老
齢
福

祉
年
金
は
現
行
二
十
四
万
円
（
年
額
）

　月39，833円
ホし匹

　56，goonK、
子
卿訟創

と
σ

月
5、oooR

か
ら
二
十
七
万
円
に
引
き
あ
げ
ら
れ

る
な
ど
、
す
べ
て
の
年
金
に
つ
い
て

改
善
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
実
施
は
、
拠
出
制
年
金

の
改
正
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
五

年
七
月
、
母
子
加
算
、
準
母
子
加
算

及
び
福
祉
年
金
の
改
正
は
、
同
年
八

月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
さ
か
の
ぽ
っ
て
行

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
保
険
料
の
額
は
、

現
在
月
額
三
千
七
百
七
十
円
で
す
が

財
政
の
健
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、

昭
和
五
十
六
年
四
月
か
ら
月
額
四
千

五
百
円
と
な
り
ま
す
。

5）””II”””””III98””ll”と・おガ夢36曳σるゼ’所ll”1”llIIlll”IIgl”1“””111”1””1””II（第3種郵便物認可）昭和56年1月25日

●
開
催
に
あ
た
っ
て

　
今
年
は
ま
れ
に
み
る
豪
雪
で
す
が
、
こ
の
地
方
の
人
た
ち

は
、
ず
っ
と
昔
か
ら
雪
と
の
闘
い
を
強
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
冬
の
厳
し
い
環
境
の
中
で
、
人
々
は
さ
ま
ざ
ま
な

民
具
を
作
り
だ
し
、
生
活
を
守
っ
て
き
た
の
で
す
。
長
い
間

に
は
ぐ
く
ま
れ
て
き
た
生
活
の
知
恵
を
、
い
ろ
い
ろ
な
「
雪

の
民
具
」
か
ら
さ
ぐ
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
雪
ま
つ
り
に
お
い
で
の
親
戚
・
知
人
友
人
を
さ
そ
っ
て
、

ぜ
ひ
博
物
館
へ
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
雪
の
民
具
に
は
さ
ま

国
甲
き
の
が
あ
－
ま

　
　
　
　
　
す
。
雪
堀
り
に
使
わ
れ

る
コ
シ
キ
に
も
、
柄
を
長
く
し
た
ナ

ガ
エ
や
、
先
端
に
金
属
の
刃
を
つ
け

た
も
の
、
雪
道
を
歩
く
と
き
な
ど
に

使
わ
れ
る
ハ
ッ
ク
イ
な
ど
、
用
途
に

応
じ
て
い
ろ
い
ろ
な
形
を
し
た
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　
カ
ン
ジ
キ
は
、
雪
中
に
足
が
埋
ま

る
の
を
防
ぐ
ほ
か
、
雪
を
踏
み
固
め

る
と
き
や
雪
堀
り
な
ど
に
も
用
い
ら

コシキのいろいろ

れ
ま
す
が
、
こ
れ
に
も
い
ろ
い
ろ
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。
雪
中
歩
行
に
用

い
る
も
の
は
比
較
的
小
型
で
、
道
つ

け
用
の
カ
ン
ジ
キ
は
大
型
で
す
．
中

で
も
雪
の
深
い
時
に
履
く
大
型
の
も

の
を
ス
カ
リ
と
い
い
、
こ
れ
よ
り
も

つ
と
大
き
な
ゴ
カ
リ
と
い
う
カ
ン
ジ

キ
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
鉄
や
木
の
爪

を
取
付
け
た
、
滑
り
止
め
に
用
い
る

ツ
メ
カ
ン
ジ
キ
・
カ
ナ
カ
ン
ジ
キ
も

あ
り
ま
す
。

　
か
ぶ
り
も
の
と
は
き
も
の
に
も
雪

に
対
す
る
工
夫
が
み
ら
れ
ま
す
。
雪

の
多
少
や
雪
の
質
、
ま
た
仕
事
や
距

離
な
ど
に
よ
っ
て
、
か
ぶ
り
も
の
も

は
き
も
の
も
使
い
わ
け
ら
れ
て
い
ま

カンジキのいろいろ

し
た
。
ワ
ラ
ボ
シ
や
ワ
ラ
グ
ツ
な
ど

は
、
近
所
歩
き
な
ど
に
今
で
も
よ
く

使
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
ソ
リ
は
、
雪
中
の
運
搬
や
輸
送
に

大
き
な
役
割
を
果
し
ま
し
た
。
雪
が

積
れ
ば
、
普
段
道
の
な
い
所
へ
も
、

重
く
で
運
べ
な
い
も
の
で
も
、
ソ
リ

を
使
っ
て
容
易
に
運
ぶ
こ
と
が
で
き

た
の
で
す
。
材
木
の
運
搬
（
木
出
し
）

に
は
、
ヤ
マ
ゾ
リ
や
大
き
な
シ
ュ
ラ

（
ダ
イ
モ
チ
）
と
い
う
ソ
リ
が
使
わ

れ
、
堆
肥
運
び
に
は
コ
イ
ゾ
リ
が
活

躍
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
暖
房
具
や
防
寒
具
、

子
供
た
ち
の
冬
の
遊
び
道
具
な
ど
も

展
示
さ
れ
ま
す
。

　　　　　　　かぶりものとはきもの

叢購謬講事擦藩灘．罵、蟻

搬鰹轡擦擦鱒欝醗li

　　　　　ず
　　　離後襟⑦麟轡灘oo
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■連続5日問の降雪累計記録
　　　　　　　　　（十日町試験地）

順位 期　　　　　間 降雪量

1 S51．1．18～　1．22 359cm

2 56．1，10～　1．14 312

3 50．1．9　～　1．13 276

4 22．12．11～12．15 263

5 42．L1～1．5 262

■24時問の降雪記録
　　　　　　　　　　（十日町試験地）

順位 起年　月　日 降雪量

1 S51．1．20 105cm

1 22．12．13 105

3 50．1　．11 93

4 44．12．13 90

5 56　　1　．12 88

450

積雪深のグラフ 425
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胆
暫 1120 12，零 10　　20 1．1 10 卸　　　Z，1 10　　20 3．1 薯0 20　　　4．量 10 20　　　5．1 ，0讐

市街地～農林水産省林業試験場十日町試験地　山問地～東枯木又部落　単位cm■積雪・降雪の記録（1／1～1／21）

月　　日 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 尾 ％ 垢 ％ 屍 ％ 煽 ％ 矯 ％ 協 矯 協 ％ 協

市
街
地

降雪深 一 6 52 40 54 38 14 24 6 83 69 88 33 39 4 34 26 10 29 37 49 29

積雪深 154 139 135 179 202 232 242 235 242 223 282 310 350 335 344 318 329 332 319 331 346 372

山
間
地

降雪深 一 7 48 45 73 46 28 35 18 75 95 92 43 35 10 40 50 10 45 55 60 50

積雪深 248 205 203 252 282 320 330 335 338 330 380 435 506 525 530 525 537 495 480 495 525 550

　
「
国
民
年
金
」
は
、
こ
れ
ま
で
も
制

度
の
改
善
が
、
か
さ
ね
ら
れ
て
き
ま

し
た
が
、
今
年
度
も
法
律
が
改
正
さ

れ
、
い
っ
そ
う
の
改
善
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
回
の
改
正
は
、
財
政
再
計
算
を

予
定
よ
り
一
年
繰
り
あ
げ
て
実
施
し

年
金
水
準
の
引
き
上
げ
な
ど
を
行
っ

た
も
の
で
す
。
こ
の
た
ぴ
の
改
正
で

は
、
母
子
年
金
や
遺
児
年
金
な
ど
の

年
金
に
よ
る
保
障
の
必
要
性
の
高
い

と
こ
ろ
に
特
に
配
慮
が
な
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　
た
と
え
ば
、
母
子
年
金
ま
た
は
準

母
子
年
金
の
受
給
者
の
う
ち
、
夫
等

の
死
亡
で
他
の
制
度
か
ら
遺
族
年
金

が
受
け
ら
れ
な
い
人
に
つ
い
て
は
、

十
八
万
円
（
年
額
）
の
加
算
を
行
う

制
度
が
新
た
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
老
齢
年
金
は
、
二
十
五
年
加
入
の

場
合
、
現
行
の
年
額
四
十
七
万
七
百

円
か
ら
五
十
万
四
千
円
に
、
老
齢
福

祉
年
金
は
現
行
二
十
四
万
円
（
年
額
）

　月39，833円
ホし匹

　56，goonK、
子
卿訟創

と
σ

月
5、oooR

か
ら
二
十
七
万
円
に
引
き
あ
げ
ら
れ

る
な
ど
、
す
べ
て
の
年
金
に
つ
い
て

改
善
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
実
施
は
、
拠
出
制
年
金

の
改
正
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
五

年
七
月
、
母
子
加
算
、
準
母
子
加
算

及
び
福
祉
年
金
の
改
正
は
、
同
年
八

月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
さ
か
の
ぽ
っ
て
行

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
保
険
料
の
額
は
、

現
在
月
額
三
千
七
百
七
十
円
で
す
が

財
政
の
健
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、

昭
和
五
十
六
年
四
月
か
ら
月
額
四
千

五
百
円
と
な
り
ま
す
。

5）””II”””””III98””ll”と・おガ夢36曳σるゼ’所ll”1”llIIlll”IIgl”1“””111”1””1””II（第3種郵便物認可）昭和56年1月25日

●
開
催
に
あ
た
っ
て

　
今
年
は
ま
れ
に
み
る
豪
雪
で
す
が
、
こ
の
地
方
の
人
た
ち

は
、
ず
っ
と
昔
か
ら
雪
と
の
闘
い
を
強
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
冬
の
厳
し
い
環
境
の
中
で
、
人
々
は
さ
ま
ざ
ま
な

民
具
を
作
り
だ
し
、
生
活
を
守
っ
て
き
た
の
で
す
。
長
い
間

に
は
ぐ
く
ま
れ
て
き
た
生
活
の
知
恵
を
、
い
ろ
い
ろ
な
「
雪

の
民
具
」
か
ら
さ
ぐ
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
雪
ま
つ
り
に
お
い
で
の
親
戚
・
知
人
友
人
を
さ
そ
っ
て
、

ぜ
ひ
博
物
館
へ
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
雪
の
民
具
に
は
さ
ま

国
甲
き
の
が
あ
－
ま

　
　
　
　
　
す
。
雪
堀
り
に
使
わ
れ

る
コ
シ
キ
に
も
、
柄
を
長
く
し
た
ナ

ガ
エ
や
、
先
端
に
金
属
の
刃
を
つ
け

た
も
の
、
雪
道
を
歩
く
と
き
な
ど
に

使
わ
れ
る
ハ
ッ
ク
イ
な
ど
、
用
途
に

応
じ
て
い
ろ
い
ろ
な
形
を
し
た
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　
カ
ン
ジ
キ
は
、
雪
中
に
足
が
埋
ま

る
の
を
防
ぐ
ほ
か
、
雪
を
踏
み
固
め

る
と
き
や
雪
堀
り
な
ど
に
も
用
い
ら

コシキのいろいろ

れ
ま
す
が
、
こ
れ
に
も
い
ろ
い
ろ
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。
雪
中
歩
行
に
用

い
る
も
の
は
比
較
的
小
型
で
、
道
つ

け
用
の
カ
ン
ジ
キ
は
大
型
で
す
．
中

で
も
雪
の
深
い
時
に
履
く
大
型
の
も

の
を
ス
カ
リ
と
い
い
、
こ
れ
よ
り
も

つ
と
大
き
な
ゴ
カ
リ
と
い
う
カ
ン
ジ

キ
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
鉄
や
木
の
爪

を
取
付
け
た
、
滑
り
止
め
に
用
い
る

ツ
メ
カ
ン
ジ
キ
・
カ
ナ
カ
ン
ジ
キ
も

あ
り
ま
す
。

　
か
ぶ
り
も
の
と
は
き
も
の
に
も
雪

に
対
す
る
工
夫
が
み
ら
れ
ま
す
。
雪

の
多
少
や
雪
の
質
、
ま
た
仕
事
や
距

離
な
ど
に
よ
っ
て
、
か
ぶ
り
も
の
も

は
き
も
の
も
使
い
わ
け
ら
れ
て
い
ま

カンジキのいろいろ

し
た
。
ワ
ラ
ボ
シ
や
ワ
ラ
グ
ツ
な
ど

は
、
近
所
歩
き
な
ど
に
今
で
も
よ
く

使
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
ソ
リ
は
、
雪
中
の
運
搬
や
輸
送
に

大
き
な
役
割
を
果
し
ま
し
た
。
雪
が

積
れ
ば
、
普
段
道
の
な
い
所
へ
も
、

重
く
で
運
べ
な
い
も
の
で
も
、
ソ
リ

を
使
っ
て
容
易
に
運
ぶ
こ
と
が
で
き

た
の
で
す
。
材
木
の
運
搬
（
木
出
し
）

に
は
、
ヤ
マ
ゾ
リ
や
大
き
な
シ
ュ
ラ

（
ダ
イ
モ
チ
）
と
い
う
ソ
リ
が
使
わ

れ
、
堆
肥
運
び
に
は
コ
イ
ゾ
リ
が
活

躍
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
暖
房
具
や
防
寒
具
、

子
供
た
ち
の
冬
の
遊
び
道
具
な
ど
も

展
示
さ
れ
ま
す
。

　　　　　　　かぶりものとはきもの

叢購謬講事擦藩灘．罵、蟻

搬鰹轡擦擦鱒欝醗li

　　　　　ず
　　　離後襟⑦麟轡灘oo
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”
議
睡
懸
難
灘
鞭
響
『

　
青
少
年
育
成
十
日
町
市
民
会
議
（
会

長
　
田
辺
要
蔵
）
で
は
、
現
在
会
員

（
個
人
　
団
体
）
を
募
集
中
で
す
。

　
こ
の
会
は
、
広
く
市
民
の
総
意
を

結
集
し
、
青
少
年
建
全
育
成
に
関
す

る
地
域
活
動
を
総
合
的
に
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
昨
年
十
二
月
三
日

設
立
し
た
も
の
で
す
。

　
心
身
と
も
に
健
や
か
な
青
少
年
を

育
成
す
る
た
め
に
、
あ
な
た
も
活
動

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
会
費
は
無
料

で
す
。
入
会
希
望
者
は
、
公
民
館
本

館
（
3
七
ー
五
〇
一
一
番
）
ま
た
は

地
区
館
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

｝
｝
｝
も
〆
3
｝
｝
3
｝
｝
3
｝
も
〆
｝
｝
｝
｝

働
き
餐
鶴
膨
、

　
　
嘉
等
学
校
教
育
を

　
欝
き
な
が
ら
議
等
学
校
教
育
を
受

β
る
二
ど
が
懸
ぎ
る
懸
縛
響
通
儒

細
㎜
課
程
．
の
生
徒
壱
、
拶
ぎ
の
と
お
り

纂
集
も
て
い
戴
牽
修
ぎ

募
、
叢
樵

O
定
時
麟
．
嬬
群
磯
公
立
商
校
二
垂

、
嚢
校
。
．

α
通
償
欝
新
潟
為
等
学
櫨
（
新
潟

霧
懇
燈
下
趨
原
灘
噸
姦
翻
満
韻
南
城

毒
学
養
盗
籍
蕃
榊
．
言

灘
燦
、
　
㌣
、
討
蟹
譲
．
、
、
多

応
寡
糞
樵
み
ぎ
巖
い
ず
れ
か
に
該

数
事
る
人
。

G麟

昭
秘
五
十
六
年
三
月
に
中
学
著
し

く
は
こ
れ
に
準
ず
る
学
校
を
卒
業
す

る
見
込
み
の
人
。
。

縣紗

中
学
校
若
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る

学
校
を
卒
業
し
た
人
。
、

梱
中
学
校
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以

上
切
学
力
が
あ
る
と
認
あ
ら
れ
る
人
。

噛
年
齢
、
怪
別
を
問
わ
な
い
。

願
書
擾
幽
ー
つ
ぎ
の
期
閥
に
応
募
す

る
学
校
へ
，

σ
定
隠
翻
二
舟
二
欝
㈹
～
九
貯
㈱

　
（
正
午
）
ま
で
。

O
通
信
制
　
二
月
二
十
爾
轡
～
四
丹

＋
日
轡
ま
で
、
．

学
力
検
査
（
定
時
鍵
謀
穣
だ
け
〉

　
昭
和
五
牽
六
年
三
月
十
六
織
㈱

国
語
．
数
学
、
英
語
、
極
会
溝
、
理
科

，
に
横
“
て
全
日
制
と
同
時
に
実
施
。

会
の
活
動

①
青
少
年
が
そ
の
誇
り
と
責
任
に
つ

い
て
自
覚
を
高
め
る
た
め
の
活
動

②
健
全
な
青
少
年
活
動
を
助
長
奨
励

す
る
た
め
の
活
動

③
青
少
年
の
た
め
の
施
設
の
整
備
を

促
進
し
、
そ
の
有
効
な
利
用
を
図
る

た
め
の
活
動

④
家
庭
を
健
全
に
す
る
た
め
の
活
動

⑤
家
庭
教
育
、
学
校
教
育
、
社
会
教

育
等
の
連
携
を
緊
密
に
す
る
た
め
の

活
動
⑥
青
少
年
の
非
行
、
事
故
防
止
の
た

め
の
活
動

⑦
社
会
環
境
の
浄
化
を
図
る
た
め
の

活
動五

十
六
年
度

十
日
町
市
奨
学
生
募
集

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和
五
十

六
年
度
の
十
日
町
市
奨
学
生
を
、
つ

ぎ
の
要
綱
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格
　
昭
和
五
十
六
年
度
高
等

学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
短
期
大
学
、

大
学
に
進
学
予
定
ま
た
は
在
学
中
の

人
で
、
つ
ぎ
の
各
号
に
該
当
す
る
人
。

ω
十
日
町
市
に
三
年
以
上
居
住
す
る

世
帯
の
子
弟

ω
学
業
成
績
が
優
秀
と
認
め
ら
れ
る

人
。⑥
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
学
資
の
支

弁
が
困
難
な
人
。

⑥
心
身
共
に
健
全
な
人
。

採
用
予
定
者
数

ω
高
校
、
高
専
　
十
二
名

ω
大
学
、
短
大
　
八
名

そ
の
他
　
詳
し
い
こ
と
は
、
市
報
と

お
か
ま
ち
一
月
十
日
号
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
不
明
な
点
は
市
教
育
委
員

会
（
8
七
－
三
一
一
一
番
内
線
二
七

二
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

特
別
　
養
護
　
　
　
　
、

　
　
　
老
人
ホ
ー
ム

「
恵
福
園
」
は

　
　
　
　
　
　
　
　
イ

七
月
開
園
予
定

　
現
在
津
南
町
に
建
設
中
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
「
恵
福
園
」
は
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
一
部
三
階
建
、
延

二
、
五
四
五
平
方
材
、
収
容
定
員
八

十
名
と
い
う
規
模
で
本
年
七
月
開
園

の
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
略

称
特
養
）
入
所
要
件
と
な
る
一
般
的

事
項
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
特
養
入
所
の
対
象
者

　
六
十
歳
以
上
で
食
事
、
入
浴
、
用

便
な
ど
日
常
生
活
の
全
般
に
わ
た
り
、

他
人
の
介
助
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
し
か
も
そ
の
状
態
が
継
続
す
る

た
め
家
庭
に
お
い
て
適
切
な
介
助
を

受
け
る
こ
と
が
困
難
な
人
で
す
。
し

か
し
、
明
ら
か
に
病
院
な
ど
に
入
院

し
て
療
養
を
必
要
と
す
る
人
、
伝
染

性
疾
患
の
あ
る
人
、
精
神
障
害
者
な

ど
は
除
か
れ
ま
す
。

　
特
養
で
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス

食
事
、
入
浴
、
用
便
な
ど
の
介
助
、

機
能
回
復
訓
練
（
訓
練
可
能
な
人
）

洗
濯
、
散
髪
、
簡
易
な
医
療
（
必
要

な
場
合
は
入
院
）
な
ど
で
す
。

　
費
用
負
担

入
所
者
本
人
か
ら
は
年
間
収
入
額
に

よ
り
、
ま
た
、
主
た
る
扶
養
義
務
者

か
ら
は
課
税
状
況
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ

月
額
徴
収
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
他

n
入
所
者
と
家
族
と
の
連
帯
感
の
維

持
、
施
設
へ
の
手
助
け
な
ど
で
、
家

族
は
最
低
一
週
一
回
程
度
入
所
者
と

の
面
会
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

鋤
入
所
の
決
定
は
市
社
会
福
祉
事
務

所
長
が
行
い
ま
す
。

鋤
詳
細
は
、
市
社
会
福
祉
事
務
所
へ
。
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1第10回市民スキ剛選手権を開催
　鞍灘、

2月8日（日）

　午前9時から
■アルペン会場

　市民スキー場

■距離会場

　西小グラウンド周辺
｝
史
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主

　
　
　
巴
聖
コ
醒
コ
巳
璽
冨
コ
賦
■
8
3
8
コ
8
3
賦
3
曜
コ
曜
コ
8
コ
璽
茎
【
3
曜
コ
曜
コ
曜
3
曜
コ
醒
3
曜
］
曜
3
曜
2
曜
3
9
3
曜
］
巳
墨
冨
コ
8
3
8
3
曜
コ
犀
コ
曜
3
曜
3
曜
3
8
コ
曜
2
曜

ゆ
ず
り
ま
す
・
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

囹
1
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

参加資格　本年度については、市内小中学生に限る。

競技種目1）アルペン競技、距離競技共、小学校の部3年
　　　　　から6年までは学年、男女別とします。
　　　　　中学校の部は男女別とします。
　　　　2）アルペン競技（回転）は小学校は1本、中学

　　　　　校は2本とする・但し、1本目通過者からの
　　　　　上位1／2人を2本目の出場者とします。
　　　　3）距離競技　小学校3、4年は男女共1km
　　　　　　　　　小学校5、6年は男子3km
　　　　　　　　　　　〃　　　〃　女子2km
　　　　　　　　　中学校男子6km、女子3km
　　　　　リレー　　小学校（5、6年）は男子3km×3人

　　　　　　　　　　〃　（〃　）は女子2km×3人
　　　　　　　　　中学校は男子6km×4人
　　　　　　　　　　〃　　女子3km×3人
表　　彰　　個人種目は1位にはメダルを授与し、小学校

　　　　　は学年ごとに6位まで、中学校は6位まで賞
　　　　　状を授与。
　　　　　リレーの優勝チームには優勝杯（持ちまわり）、

　　　　　1位から6位までは賞状を授与。
主　　催　　十日町市教育委員会・十日町市体育協会

　　　　　十日町市スキー協会・十日町スキークラブ
　　　　～多数の皆さんがご参加ください～

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
っ
　
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

こ
た
つ
や
ぐ
ら

（
3
尺
）

中
　
古

相
談
で

す
　
べ
　
り
　
台

（
2
m
）

中
　
古

三
千
円

女
子
自
転
車

〃

無
　
料

フ
ォ
ー
ク
ギ
タ
：

〃

五
千
円

ク
リ
ン
ヒ
ー
タ
i

（
5
～
24
帖
用
）

〃

十
一
万
円

ス
　
　
　
キ
　
　
　
ー

（
中
学
女
子
用
）

〃

一
万
円

コ
ン
ビ
ラ
ッ
ク

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト

〃

三
千
円

メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト

〃

相
談
で

ケ
ー
ス
付
カ
メ
ラ

（
キ
ャ
ノ
ン
ナ
イ
タ
ー
）

〃

二
万
六
千
円

」
驚
罐
隷
．
麹
勲
畢
灘
爽
難
搬
異
叢

濠
霧
騰
漢
窯
塗
産
、
轟
饗
ま
繧
濾
、
、

・
少
な
ゼ
の
被
害
を
受
砂
靴
辮
欝
索
鞭
謙

企
業
鷲
の
金
轍
紛
濁
繰
を
図
勢
．
縫

騰
婁
罷
萎
茎
講
華
翻

簿
露
贈
変
馨
凋
隈
釜
ハ
豪
霧
灘
策
特
翻

馨
翻
婆
嚢
設
纏
鑛
織
簿
．
蕪
醇

　
鋼
養
の
要
繕
絃
．
痴
購
簗
灘
灘
灘
藤

懸
穿
。
撒
資
を
霜
望
磯
姦
薩
懸
は
鍵
、
、

鳶
蟻
も
発
ぞ
だ
蕊
謹
．

総
獲
纂
準
・
徴
　
ド
　
　
　
ー

　
霧
麹
で
、
嗣
「
二
畢
業
を
幽
秀
聯
以
、

糞
営
麺
霧
税
簿
董
詫
覇
駕
《
灘
る
難

灘
絵
馨
浜
襲
業
戴
撫
驚
牽
人
以
欝
、

、
薫
灘
蕃
馨
議
薮
鷹
企
藁
潔

鱒
鋸
驚
蜘
ゆ
驚
隣
顯
饗
⑳
鱗
壁
れ
撫

灘
蒙
欝
密
ゐ
籔
人
舞
楼
淡
義

識
繊
議
．
、
発
響
薫
繍
ま
た
纏
響
荷
櫛

擁馨

騰
擾
驚
舞
灘
麟

灘
。
欄
謙
鑛
幾
鑓
隷
鋤
製
漏
塞
た
擦

露
鐵
撫
縷
謝
姦
綾
盤
、

藤
．
　
　
、
　
堺
、

数
饗
議
難
，
誘
、
霧
、
，
・
嘩
巌
．
　
　
　
“

灘
讃
翻
諏
総
慧
再
泓
内
、
i

轡
貸
響
剰
癖
藩
整
ご
憲
％
・
霧

㈱
蕎
欝
蒙
籔
嚢
餐

麟
灘
議
鐵
講
婁
罵
羅

総
繊
譲
灘
撚
籔
雛
撫
傑

畿
礫
羅
驚
．
納
礫
灘
携
鰹

・
あ
義
鷺
憲
趨
馨
．
轍
驚
諜
鱒

織
羅
馨
灘
、
繋
総
鞭

、
叢
鑓
毒
．
鰻
馨
饗
ぱ
磯
簗
雛

蕪
論
雛
署
謹
集
る
．
・
　
欝

離
・
②
撚
嚢
鱗
鐵
灘
新
潟
撮
繕
灘
像
灘

嚢
藻
饗
艦
餐
響
る
こ

魏
灘
驚
欝

’
禰
蟻
耀
麟
糞
鷺

ー
輸
灘
藩
都
糊
滋
襟

r
』
鞭
搬
鞭
滋
鎌
難
繍
、
蕉
麟
ー

厚
簾
叢
鱗
磯
螺
灘
金
餐
饗
癒

ぎ
辮
遡
渠
湘
鷹
灘
行
牽
躍
繋
癖

黛
汰
幾
湘
菰
磁
購
諸
髪
震

轍
鍬
謝
醗
狼

　
　
婁
螢
懲
燕
餐
塁
董
識
簾

　
が
肇
遷
葬
奮
鰯

、
、
饗
の
糖
・
y

側　綾

携
轟
懸
轟
幡
橡
、
斎
懲
済
部
欝

譲
鑓
麓
轟
薩
癬
、
水
鷲
工
会

［
⑳
鑛
磯
瀟
慧
器
物
農
攣
．

顎
そ
鵬
譲
蕊
澄
驚
屡

論
趣
講
譲
驚
釜
コ
番
内

　
線
コ
穴
露
黙
楼
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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”
議
睡
懸
難
灘
鞭
響
『

　
青
少
年
育
成
十
日
町
市
民
会
議
（
会

長
　
田
辺
要
蔵
）
で
は
、
現
在
会
員

（
個
人
　
団
体
）
を
募
集
中
で
す
。

　
こ
の
会
は
、
広
く
市
民
の
総
意
を

結
集
し
、
青
少
年
建
全
育
成
に
関
す

る
地
域
活
動
を
総
合
的
に
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
昨
年
十
二
月
三
日

設
立
し
た
も
の
で
す
。

　
心
身
と
も
に
健
や
か
な
青
少
年
を

育
成
す
る
た
め
に
、
あ
な
た
も
活
動

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
会
費
は
無
料

で
す
。
入
会
希
望
者
は
、
公
民
館
本

館
（
3
七
ー
五
〇
一
一
番
）
ま
た
は

地
区
館
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

｝
｝
｝
も
〆
3
｝
｝
3
｝
｝
3
｝
も
〆
｝
｝
｝
｝

働
き
餐
鶴
膨
、

　
　
嘉
等
学
校
教
育
を

　
欝
き
な
が
ら
議
等
学
校
教
育
を
受

β
る
二
ど
が
懸
ぎ
る
懸
縛
響
通
儒

細
㎜
課
程
．
の
生
徒
壱
、
拶
ぎ
の
と
お
り

纂
集
も
て
い
戴
牽
修
ぎ

募
、
叢
樵

O
定
時
麟
．
嬬
群
磯
公
立
商
校
二
垂

、
嚢
校
。
．

α
通
償
欝
新
潟
為
等
学
櫨
（
新
潟

霧
懇
燈
下
趨
原
灘
噸
姦
翻
満
韻
南
城

毒
学
養
盗
籍
蕃
榊
．
言

灘
燦
、
　
㌣
、
討
蟹
譲
．
、
、
多

応
寡
糞
樵
み
ぎ
巖
い
ず
れ
か
に
該

数
事
る
人
。

G麟

昭
秘
五
十
六
年
三
月
に
中
学
著
し

く
は
こ
れ
に
準
ず
る
学
校
を
卒
業
す

る
見
込
み
の
人
。
。

縣紗

中
学
校
若
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る

学
校
を
卒
業
し
た
人
。
、

梱
中
学
校
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以

上
切
学
力
が
あ
る
と
認
あ
ら
れ
る
人
。

噛
年
齢
、
怪
別
を
問
わ
な
い
。

願
書
擾
幽
ー
つ
ぎ
の
期
閥
に
応
募
す

る
学
校
へ
，

σ
定
隠
翻
二
舟
二
欝
㈹
～
九
貯
㈱

　
（
正
午
）
ま
で
。

O
通
信
制
　
二
月
二
十
爾
轡
～
四
丹

＋
日
轡
ま
で
、
．

学
力
検
査
（
定
時
鍵
謀
穣
だ
け
〉

　
昭
和
五
牽
六
年
三
月
十
六
織
㈱

国
語
．
数
学
、
英
語
、
極
会
溝
、
理
科

，
に
横
“
て
全
日
制
と
同
時
に
実
施
。

会
の
活
動

①
青
少
年
が
そ
の
誇
り
と
責
任
に
つ

い
て
自
覚
を
高
め
る
た
め
の
活
動

②
健
全
な
青
少
年
活
動
を
助
長
奨
励

す
る
た
め
の
活
動

③
青
少
年
の
た
め
の
施
設
の
整
備
を

促
進
し
、
そ
の
有
効
な
利
用
を
図
る

た
め
の
活
動

④
家
庭
を
健
全
に
す
る
た
め
の
活
動

⑤
家
庭
教
育
、
学
校
教
育
、
社
会
教

育
等
の
連
携
を
緊
密
に
す
る
た
め
の

活
動
⑥
青
少
年
の
非
行
、
事
故
防
止
の
た

め
の
活
動

⑦
社
会
環
境
の
浄
化
を
図
る
た
め
の

活
動五

十
六
年
度

十
日
町
市
奨
学
生
募
集

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和
五
十

六
年
度
の
十
日
町
市
奨
学
生
を
、
つ

ぎ
の
要
綱
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格
　
昭
和
五
十
六
年
度
高
等

学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
短
期
大
学
、

大
学
に
進
学
予
定
ま
た
は
在
学
中
の

人
で
、
つ
ぎ
の
各
号
に
該
当
す
る
人
。

ω
十
日
町
市
に
三
年
以
上
居
住
す
る

世
帯
の
子
弟

ω
学
業
成
績
が
優
秀
と
認
め
ら
れ
る

人
。⑥
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
学
資
の
支

弁
が
困
難
な
人
。

⑥
心
身
共
に
健
全
な
人
。

採
用
予
定
者
数

ω
高
校
、
高
専
　
十
二
名

ω
大
学
、
短
大
　
八
名

そ
の
他
　
詳
し
い
こ
と
は
、
市
報
と

お
か
ま
ち
一
月
十
日
号
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
不
明
な
点
は
市
教
育
委
員

会
（
8
七
－
三
一
一
一
番
内
線
二
七

二
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

特
別
　
養
護
　
　
　
　
、

　
　
　
老
人
ホ
ー
ム

「
恵
福
園
」
は

　
　
　
　
　
　
　
　
イ

七
月
開
園
予
定

　
現
在
津
南
町
に
建
設
中
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
「
恵
福
園
」
は
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
一
部
三
階
建
、
延

二
、
五
四
五
平
方
材
、
収
容
定
員
八

十
名
と
い
う
規
模
で
本
年
七
月
開
園

の
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
略

称
特
養
）
入
所
要
件
と
な
る
一
般
的

事
項
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
特
養
入
所
の
対
象
者

　
六
十
歳
以
上
で
食
事
、
入
浴
、
用

便
な
ど
日
常
生
活
の
全
般
に
わ
た
り
、

他
人
の
介
助
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
し
か
も
そ
の
状
態
が
継
続
す
る

た
め
家
庭
に
お
い
て
適
切
な
介
助
を

受
け
る
こ
と
が
困
難
な
人
で
す
。
し

か
し
、
明
ら
か
に
病
院
な
ど
に
入
院

し
て
療
養
を
必
要
と
す
る
人
、
伝
染

性
疾
患
の
あ
る
人
、
精
神
障
害
者
な

ど
は
除
か
れ
ま
す
。

　
特
養
で
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス

食
事
、
入
浴
、
用
便
な
ど
の
介
助
、

機
能
回
復
訓
練
（
訓
練
可
能
な
人
）

洗
濯
、
散
髪
、
簡
易
な
医
療
（
必
要

な
場
合
は
入
院
）
な
ど
で
す
。

　
費
用
負
担

入
所
者
本
人
か
ら
は
年
間
収
入
額
に

よ
り
、
ま
た
、
主
た
る
扶
養
義
務
者

か
ら
は
課
税
状
況
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ

月
額
徴
収
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
他

n
入
所
者
と
家
族
と
の
連
帯
感
の
維

持
、
施
設
へ
の
手
助
け
な
ど
で
、
家

族
は
最
低
一
週
一
回
程
度
入
所
者
と

の
面
会
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

鋤
入
所
の
決
定
は
市
社
会
福
祉
事
務

所
長
が
行
い
ま
す
。

鋤
詳
細
は
、
市
社
会
福
祉
事
務
所
へ
。
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1第10回市民スキ剛選手権を開催
　鞍灘、

2月8日（日）

　午前9時から
■アルペン会場

　市民スキー場

■距離会場

　西小グラウンド周辺
｝
史
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主

　
　
　
巴
聖
コ
醒
コ
巳
璽
冨
コ
賦
■
8
3
8
コ
8
3
賦
3
曜
コ
曜
コ
8
コ
璽
茎
【
3
曜
コ
曜
コ
曜
3
曜
コ
醒
3
曜
］
曜
3
曜
2
曜
3
9
3
曜
］
巳
墨
冨
コ
8
3
8
3
曜
コ
犀
コ
曜
3
曜
3
曜
3
8
コ
曜
2
曜

ゆ
ず
り
ま
す
・
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

囹
1
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

参加資格　本年度については、市内小中学生に限る。

競技種目1）アルペン競技、距離競技共、小学校の部3年
　　　　　から6年までは学年、男女別とします。
　　　　　中学校の部は男女別とします。
　　　　2）アルペン競技（回転）は小学校は1本、中学

　　　　　校は2本とする・但し、1本目通過者からの
　　　　　上位1／2人を2本目の出場者とします。
　　　　3）距離競技　小学校3、4年は男女共1km
　　　　　　　　　小学校5、6年は男子3km
　　　　　　　　　　　〃　　　〃　女子2km
　　　　　　　　　中学校男子6km、女子3km
　　　　　リレー　　小学校（5、6年）は男子3km×3人

　　　　　　　　　　〃　（〃　）は女子2km×3人
　　　　　　　　　中学校は男子6km×4人
　　　　　　　　　　〃　　女子3km×3人
表　　彰　　個人種目は1位にはメダルを授与し、小学校

　　　　　は学年ごとに6位まで、中学校は6位まで賞
　　　　　状を授与。
　　　　　リレーの優勝チームには優勝杯（持ちまわり）、

　　　　　1位から6位までは賞状を授与。
主　　催　　十日町市教育委員会・十日町市体育協会

　　　　　十日町市スキー協会・十日町スキークラブ
　　　　～多数の皆さんがご参加ください～

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
っ
　
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

こ
た
つ
や
ぐ
ら

（
3
尺
）

中
　
古

相
談
で

す
　
べ
　
り
　
台

（
2
m
）

中
　
古

三
千
円

女
子
自
転
車

〃

無
　
料

フ
ォ
ー
ク
ギ
タ
：

〃

五
千
円

ク
リ
ン
ヒ
ー
タ
i

（
5
～
24
帖
用
）

〃

十
一
万
円

ス
　
　
　
キ
　
　
　
ー

（
中
学
女
子
用
）

〃

一
万
円

コ
ン
ビ
ラ
ッ
ク

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト

〃

三
千
円

メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト

〃

相
談
で

ケ
ー
ス
付
カ
メ
ラ

（
キ
ャ
ノ
ン
ナ
イ
タ
ー
）

〃

二
万
六
千
円

」
驚
罐
隷
．
麹
勲
畢
灘
爽
難
搬
異
叢

濠
霧
騰
漢
窯
塗
産
、
轟
饗
ま
繧
濾
、
、

・
少
な
ゼ
の
被
害
を
受
砂
靴
辮
欝
索
鞭
謙

企
業
鷲
の
金
轍
紛
濁
繰
を
図
勢
．
縫

騰
婁
罷
萎
茎
講
華
翻

簿
露
贈
変
馨
凋
隈
釜
ハ
豪
霧
灘
策
特
翻

馨
翻
婆
嚢
設
纏
鑛
織
簿
．
蕪
醇

　
鋼
養
の
要
繕
絃
．
痴
購
簗
灘
灘
灘
藤

懸
穿
。
撒
資
を
霜
望
磯
姦
薩
懸
は
鍵
、
、

鳶
蟻
も
発
ぞ
だ
蕊
謹
．

総
獲
纂
準
・
徴
　
ド
　
　
　
ー

　
霧
麹
で
、
嗣
「
二
畢
業
を
幽
秀
聯
以
、

糞
営
麺
霧
税
簿
董
詫
覇
駕
《
灘
る
難

灘
絵
馨
浜
襲
業
戴
撫
驚
牽
人
以
欝
、

、
薫
灘
蕃
馨
議
薮
鷹
企
藁
潔

鱒
鋸
驚
蜘
ゆ
驚
隣
顯
饗
⑳
鱗
壁
れ
撫

灘
蒙
欝
密
ゐ
籔
人
舞
楼
淡
義

識
繊
議
．
、
発
響
薫
繍
ま
た
纏
響
荷
櫛

擁馨

騰
擾
驚
舞
灘
麟

灘
。
欄
謙
鑛
幾
鑓
隷
鋤
製
漏
塞
た
擦

露
鐵
撫
縷
謝
姦
綾
盤
、

藤
．
　
　
、
　
堺
、

数
饗
議
難
，
誘
、
霧
、
，
・
嘩
巌
．
　
　
　
“

灘
讃
翻
諏
総
慧
再
泓
内
、
i

轡
貸
響
剰
癖
藩
整
ご
憲
％
・
霧

㈱
蕎
欝
蒙
籔
嚢
餐

麟
灘
議
鐵
講
婁
罵
羅

総
繊
譲
灘
撚
籔
雛
撫
傑

畿
礫
羅
驚
．
納
礫
灘
携
鰹

・
あ
義
鷺
憲
趨
馨
．
轍
驚
諜
鱒

織
羅
馨
灘
、
繋
総
鞭

、
叢
鑓
毒
．
鰻
馨
饗
ぱ
磯
簗
雛

蕪
論
雛
署
謹
集
る
．
・
　
欝

離
・
②
撚
嚢
鱗
鐵
灘
新
潟
撮
繕
灘
像
灘

嚢
藻
饗
艦
餐
響
る
こ

魏
灘
驚
欝

’
禰
蟻
耀
麟
糞
鷺

ー
輸
灘
藩
都
糊
滋
襟

r
』
鞭
搬
鞭
滋
鎌
難
繍
、
蕉
麟
ー

厚
簾
叢
鱗
磯
螺
灘
金
餐
饗
癒

ぎ
辮
遡
渠
湘
鷹
灘
行
牽
躍
繋
癖

黛
汰
幾
湘
菰
磁
購
諸
髪
震

轍
鍬
謝
醗
狼

　
　
婁
螢
懲
燕
餐
塁
董
識
簾

　
が
肇
遷
葬
奮
鰯

、
、
饗
の
糖
・
y

側　綾

携
轟
懸
轟
幡
橡
、
斎
懲
済
部
欝

譲
鑓
麓
轟
薩
癬
、
水
鷲
工
会

［
⑳
鑛
磯
瀟
慧
器
物
農
攣
．

顎
そ
鵬
譲
蕊
澄
驚
屡

論
趣
講
譲
驚
釜
コ
番
内

　
線
コ
穴
露
黙
楼
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。



臥
N
≒

1（第3種郵便物認可）昭和56年1月25日tIll”Ill””“llllllll““””ml“川1川1”と・お・ガ辞36」田5琶測『ll””1”II”lll”III川（8）

　
二
月
期
（
十
月
～
一
月
分
）
の
児

童
手
当
が
、
二
月
十
目
ご
ろ
に
、
皆

さ
ん
の
指
定
さ
れ
た
金
融
機
関
の
口

座
に
振
込
み
に
な
り
ま
す
。

　
支
給
額
は
十
八
歳
未
満
の
児
童
の

う
ち
出
生
順
に
数
え
て
、
三
人
目
以

降
の
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
一
人

に
つ
き
月
額
五
千
円
（
昭
和
五
十
五

年
度
市
民
所
得
割
額
の
な
い
受
給
者

は
六
千
五
百
円
）
で
す
。

　
な
お
現
況
届
時
と
変
っ
た
状
態
が

受
給
者
や
児
童
に
起
り
ま
し
た
ら
必

　
り

州
，
魯
鐸
鋸
，
」
－
…
”
，
声
輔
ー
奪
，
醜
8
1
，
」
－
鼎
一
津
－
9
，
－
繍
－
亀
聖
，
…

…
毅
甥
の
轡
救
織
霧
．
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

岬
．
謙
響
叢
轟
携
訟
燈
礁
講
雛
…

…
描

ぼ

譲
糞

り
　
ぎ
…
盤

…
、
懸
．

醸購

塵
粂
病
、
F
薩
騰
叢
懲

　
　
騰
7
の
綿
織
鍵
8
蕃
“

滋
村
講
擁
窮
曇
慧
．

－
奪
鋸
7
β
3
垂
鑑
鑛
篭

翼
鳥
癒
鍵
諜
牒
、

　
　
毒
魏
顯
諺
譲
撒
灘
妻

、
繊
勲
灘
．
蕪
蕪
響
灘

黍
鞭
撫
霧
響
鰭
灘
雛
，

捲
麟
禰
瓢
驚
鼎
携
瀦
極
3
霧

．
騨
鷺
購
麓
購
濃
慧

欝
葦
7
歴
滋
響
慧
毒

蟻
犠
饗
霧
蟻
、
騨

　
　
糠
慧
め
拶
織
燦
黛
毒

ず
市
民
生
活
課
年
金
係
（
B
七
－
三

一
二
番
内
線
二
一
八
）
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

　
い
っ
そ
う
安
く
…
：

　
　
1
一
月
二
十
七
日
か
ら
1

　
電
話
料
金
が
割
引
に
な
る
二
つ
の

サ
ー
ビ
ス
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

①
　
青
森
・
大
阪
な
ど
遠
距
離
の
ダ

イ
ヤ
ル
通
話
料
を
対
象
と
し
た
「
深

夜
割
引
」
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

②
従
来
の
「
夜
間
割
引
」
の
適
用

時
間
帯
が
、
早
朝
・
夜
間
と
も
さ
ら

に
一
時
間
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
　
「
深
夜
割
引
」
は

三
百
二
十
キ
。
材
を
超
え
る
遠
距
離
区

間
で
「
午
後
九
時
か
ら
翌
目
の
午
前

六
時
ま
で
」
の
間
の
通
話
料
金
は
、

昼
間
の
約
六
割
引
に
な
り
ま
す
。
た

だ
し
深
夜
割
引
は
、
交
換
手
扱
い
の

通
話
に
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
「
夜
間
割
引
」
は
現
在
六
十
キ
。
材

を
超
え
る
区
間
に
つ
い
て
午
後
八
時

か
ら
翌
日
午
前
七
時
ま
で
を
昼
間
の

約
四
割
引
と
し
て
い
る
の
を
、
そ
れ

ぞ
れ
一
時
間
拡
大
し
、
　
「
午
後
七
時

か
ら
翌
日
の
午
前
八
時
ま
で
」
に
な

り
ま
す
。

ハ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
へ

　
　
　
　
　
　
　
お
ね
が
い

　
毎
年
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
狩

猟
期
間
中
の
猟
銃
に
よ
る
電
話
ケ
ー

ブ
ル
線
の
故
障
が
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。

　
ハ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
に
次
の
こ
と

を
お
願
い
し
ま
す
。

「
電
話
ケ
ー
ブ
ル
周
辺
で
発
砲
し
た

り
、
ケ
ー
ブ
ル
に
向
か
っ
て
の
発
砲

を
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
」

寄
付
あ
り
が
と
う

　
歳
末
助
合
い
募
金

　
▼
宮
沢
藤
作
（
田
中
町
本
通
り
）

七
千
円
　
▼
十
日
町
市
公
民
館
老
人

講
座
生
一
同
　
　
一
万
円
　
▼
桑
原
正

治
（
新
座
）
　
タ
オ
ル
他
十
一
品
…

十
日
町
・
中
条
各
病
院
へ
　
▼
新
川

屋
酒
店
　
も
ち
二
十
四
個
入
れ
十
六

箱
　
▼
大
津
タ
ケ
（
魚
之
田
川
）

三
百
五
十
四
円
（
一
円
玉
）
　
▼
阿

部
正
平
（
四
日
町
新
田
三
）
　
三
千

円
　
▼
立
正
佼
正
会
十
日
町
支
部

十
万
五
千
三
百
五
十
四
円
　
▼
十
日

2
月
分
乳
研
“
児
検
診
」
育
児
栂
嚢
臥
程
表

事
業
名

期
　
β

受
蝕
時
閥

会
場
名
対
象
考

参
集
区
域

備
考

3
歳
兇
検
診

2
月
弼
日

　
（
水
）

午
後
1
時
婚
分

～
2
癖

勢資少
年
添
ー
ム

52
無
8
蕩

生
れ
の
入

総
W
瞬

五
吊
さ
毒

塾
礎
だ

索
“
く
く

ま
ケ
で
で

り
ン
い
い

選
ア
お
お

を
（
は
に

書
た
恩

知
　
か
次

樋
齪

検
、
当
か

み
　
譲
い

命
　
も
な

捗
　
て
れ

検
　
く
ら

兇
　
な
楽

海
　
瀞
め

力
　
彊
た

鄭
鵠

叢
鰯
簿

1
歳
6
ヵ
月

児
・
検
診
2
月
13
日

　
（
金
）

午
後
1
碕
婚
分

5
2
織

勤
勇
．

青
少
年
ホ
聾
ム

猷
年
8
湾

岱
れ
み
人

　
、
　
も
　
総
域
訳
　
紳

　
K
姦
　
髄

管
児
学
級
並

び
に
4
毒
月
呼

饗
携
簗
．
（
水
）

2
月
2
5
β

年
後
1
鰺

～
1
博
溺o
分

ヂ
β
霞
公
民
鍵

蕊
年
⑩
月

生
れ
の
人

驚
兇
相
綾
2
潟
2
0
β

　
（
金
〉

年後玉

晦
蕊
分

　
　
　
辱

～
3
織
3
0
分

鰍
．

　
ζ
牽
β
駐
公
民
館

鋳
年
4
乃

～
6
湾
生

れ
の
人

総
麟
凝

る
人
｝

十
日
町
。

州
治
・
六

簸
・
大
井

母
・
藪
座

鳩
区

3
歳
児
検
診

3
潟
4
β

　
（
水
騨

午
後
玉
時
欝
分

～
2
織

勤
労
膏
少
駕
幽
ザ
ム

52
隼
9
肩

生
耗
の
人

全
　
　
域

町
水
道
工
業
㈱
将
棋
愛
好
会
　
六
千

六
百
五
十
円
　
▼
十
日
町
砂
利
・
生

コ
ン
従
業
員
一
同
　
一
万
四
千
六
百

六
十
二
円
　
▼
匿
名
　
四
千
八
百
七

十
六
円
　
▼
常
角
熊
吉
（
魚
之
田
川
）

三
千
円
　
▼
村
山
ハ
ル
（
大
黒
沢
）

三
千
円
　
▼
庭
野
カ
ヨ
（
五
軒
新
田
）

一
万
円
　
▼
庭
野
ミ
ヨ
シ
（
昭
和
町

一
）
　
二
千
円
　
▼
庭
野
目
敬
　
三

十
万
円
　
▼
小
林
ツ
ル
（
昭
和
町
一
）

七
千
八
百
七
円
　
▼
真
浄
院
　
四
万

五
千
八
百
二
十
二
円
　
▼
大
島
又
蔵

（
新
座
二
）
　
一
万
円
　
▼
県
立
十

目
町
病
院
職
員
一
同
　
一
万
九
千
二

百
十
一
円

　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
一
月
三
十
日
囲
　
午
前
九
時
～

午
後
一
時
ま
で
　
田
中
町
本
通
り
・

上
川
町
の
各
一
部
、
▼
二
月
六
日
囲

午
前
九
時
～
午
後
一
時
ま
で
　
田
中

町
西
の
一
部
▼
二
月
十
七
日
㈹

午
前
十
時
～
午
後
一
時
ま
で
　
峠
の

一
部
、
梅
沢

〔
★
　
豪
雪
の
た
め
、
作
業
停
電
の

日
程
が
大
幅
に
変
更
に
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
一
月
二
十
八
日
の
分
が
二
月
六
日

に
変
更
、
二
月
三
日
、
二
月
五
日
の

作
業
停
電
は
中
止
に
な
っ
て
い
ま
す
。
〕

　
　
粘醐

　
　
赫
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○
：

　
昭
和
二
十
年
以
来
の
豪
雪
に
み
ま

わ
れ
た
今
冬
は
、
二
月
中
旬
か
ら
の

暖
気
も
手
伝
っ
て
各
地
で
な
だ
れ
が

多
発
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
に
は
、
な
だ
れ
危
険
ヵ
所
が

六
十
四
ヵ
所
あ
り
ま
す
が
、
市
豪
雪

災
害
対
策
本
部
で
は
、
十
六
・
十
七

目
の
二
日
間
、
国
・
県
道
、
市
道
、

公
共
施
設
、
集
落
の
民
家
な
ど
の
危

険
状
態
の
把
握
と
交
通
状
況
の
把
握

を
す
る
た
め
、
九
班
を
編
成
し
、
市

内
七
十
一
地
区
の
危
険
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
国
県
道
関

・
・
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

係
で
は
三
十
三
ヵ
所
の
危
険
ヵ
所
が

あ
り
、
十
三
ヵ
所
の
処
置
が
行
わ
れ
、

二
十
ヵ
所
の
危
険
除
去
を
要
請
し
ま

し
た
。
市
道
関
係
で
は
十
六
ヵ
所
の

危
険
ヵ
所
が
あ
り
、
五
ヵ
所
を
処
置

し
、
十
一
ヵ
所
の
危
険
除
去
の
手
当

を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
民
家
な
ど
に

も
五
ヵ
所
の
危
険
ヵ
所
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
な
だ
れ
に
よ
る
事
故
の

防
止
と
交
通
確
保
の
た
め
、
関
係
機

関
と
連
け
い
し
て
最
大
限
の
努
力
を

し
て
い
ま
す
が
、
本
格
的
に
発
生
す

る
の
は
こ
れ
か
ら
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
地
区
で
も
、
雪
ぴ
の
排
除
や
う
回

路
の
確
保
、
標
識
の
確
認
な
ど
に
よ

り
な
だ
れ
事
故
防
止
に
つ
と
め
、
特

に
、
児
童
、
生
徒
の
登
下
校
時
の
安

全
確
保
に
は
特
段
の
ご
配
慮
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
な
だ
れ
の

前
兆
の
、
雪
面
に
き
裂
の
発
生
し
て
い

る
状
態
な
ど
を
発
見
し
た
場
合
は
、

至
急
、
市
豪
雪
災
害
対
策
本
部
（
盈

七
ー
三
一
一
一
番
内
線
二
六
八
）
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

：
○

県交通災害共済に加入を
　～申し込みは3月末までに～

会
員
の
資
格

に
住
所
の
あ
る
人
は
ど
な
た
で
も
。

加
入
後
市
外
に
転
出
し
て
も
資
格
は

失
わ
れ
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
．

会
費
（
掛
金
）
　
年
額
三
百
五
十
円

（
大
人
も
子
供
も
同
額
）
。
中
途
加
入

　
　
　
　
　
6

す
る
場
合
も
掛
金
は
同
じ
で
す
。

共
済
期
間
　
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三

月
三
十
一
日
で
す
。
中
途
加
入
の
場

合
は
会
費
納
入
の
目
か
ら
三
月
三
十

一
日
ま
で
で
す
。

申
し
込
み
方
法
及
、
期
間
　
加
入
申

し
込
み
書
を
嘱
託
口
に
配
布
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
希
望
　
は
、
申
し
込

み
書
に
会
費
を
添
え
　
申
し
込
み
く

　
　
　
　
　
　
　
　
掴
L

　
恐
ろ
し
い
交
通
事
故

は
、
い
つ
ど
こ
で
あ
な

た
や
家
族
の
身
に
ふ
り

か
か
っ
て
く
る
か
し
れ

ま
せ
ん
。
万
一
の
事
故

に
備
え
て
、
年
額
三
百

五
十
円
の
安
い
掛
金
で

お
互
い
に
助
け
合
う
交

通
災
害
共
済
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　
市
で
は
、
五
十
六
年

度
の
加
入
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
の
で
、
家
族

そ
ろ
っ
て
加
入
さ
れ
る

よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
四
月
一
日
現
在
市
内

だ
さ
い
。
申
し
込
み
は
、
三
月
一
日

か
ら
随
時
受
付
け
ま
す
が
、
共
済
期

間
が
四
月
一
日
か
ら
で
す
か
ら
、
で

き
る
だ
け
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
。

申
し
込
み
先
（
会
費
払
い
込
み
先
）

の
嘱
託
員
（
と
な
り
組
長
等
）
が
取

り
ま
と
め
る
町
内
は
嘱
託
員
へ

回
取
り
ま
と
め
を
し
な
い
町
内
は
、

直
接
市
役
所
（
市
民
生
活
課
環
境
係
）

か
市
農
協
各
事
業
所
及
び
、
市
内
の

各
金
融
機
関
（
労
金
を
除
く
）
べ

会
員
証
の
交
付
　
各

を
通
じ
、
五
　
ヒ
お
届
け
し
ま
す
。

見
舞
金
の
請
求
手
続
及
び
期
間
事

故
の
あ
っ
た
目
か
ら
一
年
以
内
に
、

会
員
証
を
持
参
し
て
、
市
民
生
活
課

環
境
係
に
お
い
で
く
だ
さ
い
．

見
舞
金
の
額
　
死
亡
の
場
合
の
百
万

円
を
最
高
に
、
治
療
の
程
度
に
よ
り

二
万
円
ま
で
で
す
。
詳
細
は
同
封
の

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

見
舞
金
の
支
給
対
象
と
な
る
交
通
事

故
及
び
見
舞
金
が
支
払
わ
れ
な
い
時

　
歩
行
中
に
車
に
は
ね
ら
れ
た
り
、

自
動
車
、
バ
イ
ク
、
汽
車
、
電
車
な

ど
の
国
内
で
起
き
た
交
通
事
故
が
対

象
と
な
り
、
無
免
許
や
飲
酒
運
転
に

よ
る
事
故
、
故
意
や
重
大
な
過
失
に

よ
る
場
合
、
天
災
地
変
に
起
因
す
る

場
合
な
ど
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

『


